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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第23期

第３四半期
連結累計期間

第24期
第３四半期
連結累計期間

第23期

会計期間
自 平成29年４月１日
至 平成29年12月31日

自 平成30年４月１日
至 平成30年12月31日

自 平成29年４月１日
至 平成30年３月31日

売上高 （千円） 13,412,021 13,836,106 19,471,553

経常利益 （千円） 643,248 561,462 864,094

親会社株主に帰属する四半期　

（当期）純利益
（千円） 423,678 361,618 570,660

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 625,964 289,178 804,222

純資産額 （千円） 11,399,767 11,643,765 11,578,025

総資産額 （千円） 15,263,412 16,125,175 17,020,000

１株当たり四半期（当期）

純利益金額
（円） 23.84 20.29 32.08

潜在株式調整後１株当たり

四半期（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 74.7 72.2 68.0

 

回次
第23期

第３四半期
連結会計期間

第24期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成29年10月１日
至 平成29年12月31日

自 平成30年10月１日
至 平成30年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 7.29 8.33

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しているため、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在していないため記載し

ておりません。

４．平成29年11月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。これに伴い、第23期

の期首に当該株式分割が行われたと仮定して１株当たり四半期（当期）純利益金額を算定しております。

５.「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を第１四半

期連結会計期間の期首から適用しており、前第３四半期連結累計期間及び前連結会計年度に係る主要な経

営指標等については、当該会計基準等を遡って適用した後の指標等となっております。

 

２【事業の内容】

 当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

 当第３四半期連結累計期間において、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は、前事業年

度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

(1）経営成績の状況

当第３四半期連結累計期間（平成30年４月１日～平成30年12月31日）におけるわが国経済は、企業業績の回

復、設備投資の増加に加え、雇用・所得環境の改善が続くなど緩やかな回復基調となりましたが、米中の貿易摩

擦や中国の景気減速など世界経済の不確実性の高まりが懸念され、依然として先行きは不透明な状況が続いてお

ります。

当社グループが属します情報サービス産業においては、「ＡＩ」、「ＩｏＴ」などの活用による競争力強化や

生産性向上のためのＩＴ投資意欲が高まっており、引き続き堅調に推移していくものとみられます。

このような経営環境の下、当社グループの長期経営計画「Ｃｈａｌｌｅｎｇｅ２０２１セカンドステージ」の

２年目となる当第３四半期連結累計期間においては、大型案件である自治体向けＩＤＣサービス開始などデータ

センタービジネスを積極的に推進するとともに、セキュリティソリューションサービス「ＷｅｂＡＲＧＵＳ（Ｓ

ａａＳ型ウェブサイト改ざん検知復旧ソリューション）」の販売開始などＳＩビジネスの強化に取り組んでまい

りました。

売上面では、情報処理サービス及びその他情報サービスの増収などにより、当第３四半期連結累計期間の売上

高は13,836百万円（前年同期比3.2％増）となりました。

利益面では、機械費及び人件費などの一般管理費の増加などにより、営業利益は510百万円（前年同期比

14.1％減）、経常利益は561百万円（同12.7％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は361百万円（同14.6％

減）となりました。

 

セグメント別の経営成績に関しては以下のとおりであります。

 

（情報処理サービス）

自治体向けＩＤＣ運用サービス案件及びクラウドサービス案件の増加などにより、売上高は7,574百万円

（前年同期比6.1％増）、一方、セグメント利益は、汎用機更改に伴う原価増などにより1,051百万円（同

7.3％減）となりました。

 

（ソフトウエア開発）

一般法人向けソフトウエア開発案件の減少などにより、売上高は3,947百万円（前年同期比7.6％減）、セグ

メント利益は467百万円（同0.2％減）となりました。

 

（その他情報サービス）

金融機関向け機器保守案件及び一般法人向けパッケージソフト販売の増加などにより、売上高は1,563百万

円（前年同期比21.2％増）、セグメント利益は129百万円（同52.2％増）となりました。

 

（システム機器販売）

自治体及び一般法人向け機器販売の増加などにより、売上高は750百万円（前年同期比5.3％増）、一方、利

益率の低下などにより、セグメント損失は10百万円（前年同期セグメント損失10百万円）となりました。
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(2）財政状態

当第３四半期連結会計期間末の資産合計は、受取手形及び売掛金が前連結会計年度末比742百万円減少したこと

などにより、前連結会計年度末比894百万円減少して16,125百万円となりました。

負債合計は、未払費用等のその他流動負債が826百万円減少したことなどにより、前連結会計年度末比960百万円

減少して4,481百万円となりました。

純資産合計は、剰余金の配当196百万円による減少の一方、親会社株主に帰属する四半期純利益361百万円の計上

などにより、前連結会計年度末比65百万円増加して11,643百万円となりました。

この結果、自己資本比率は前連結会計年度末に比べ4.2ポイント増加して72.2％となりました。

なお、「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を第１四半

期連結会計期間の期首から適用しており、財政状態については遡及処理後の前連結会計年度末の数値で比較を行っ

ております。

 

(3）経営方針・経営戦略等

 当第３四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあ

りません。

 

(4）事業上及び財務上の対処すべき課題

 当第３四半期連結累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題は

ありません。

 

(5）研究開発活動

 当第３四半期連結累計期間において、研究開発費の計上及び研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

 当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数（株）

 普通株式 64,000,000

計 64,000,000

 

②【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）

（平成30年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成31年２月12日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 17,845,932 17,845,932
東京証券取引所

市場第一部

株主としての権利内容に制

限の無い標準となる株式で

あり、単元株式数は100株

であります。

計 17,845,932 17,845,932 － －

 

 

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

 

該当事項はありません。

 

 

②【その他の新株予約権等の状況】

 

該当事項はありません。

 

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

 

該当事項はありません。

 

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高

（千円）

平成30年10月１日～

平成30年12月31日
－ 17,845,932 － 1,431,065 － 506,065
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（５）【大株主の状況】

 

 当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

 

（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成30年12月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式     29,700
－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式 17,811,800 178,118 －

単元未満株式 普通株式      4,432 － －

発行済株式総数 17,845,932 － －

総株主の議決権 － 178,118 －

（注）「単元未満株式」の中には、自己保有株式52株が含まれております。

 

②【自己株式等】

平成30年12月31日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義
所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数の
合計
（株）

発行済株式
総数に対する
所有株式数の
割合（％）

（自己保有株式）

ＡＧＳ株式会社

埼玉県さいたま市浦和区

針ヶ谷四丁目３番25号
29,700 － 29,700 0.17

計 － 29,700 － 29,700 0.17
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２【役員の状況】

 前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりであります。

 

 役職の異動

新役名 新職名 旧役名 旧職名 氏名 異動年月日

取締役兼

副社長執行役員
企画管理本部長

取締役兼

副社長執行役員
－ 原 俊樹 平成30年７月１日

取締役兼

常務執行役員

企画管理本部副

本部長兼

企画部担当兼

人事部担当兼

総務部担当

取締役兼

常務執行役員

企画部・

人事部担当
及川 和裕 平成30年７月１日

代表取締役社長

兼

社長執行役員

－

代表取締役社長

兼

社長執行役員

働き方改革推進

室担当
石井 進 平成30年10月１日

取締役兼

常務執行役員

企画管理本部副

本部長兼

企画部担当兼

人事部担当兼

総務部担当兼

働き方改革推進

室担当

取締役兼

常務執行役員

企画管理本部副

本部長兼

企画部担当兼

人事部担当兼

総務部担当

及川 和裕 平成30年10月１日

 

（執行役員の状況）

 前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における執行役員の異動は、次のとおりであります。

 

(1) 新任執行役員

役名 職名 氏名 就任年月日

執行役員 保険医療事業本部担当 小田 宏之 平成30年７月１日

 

(2) 退任執行役員

役名 職名 氏名 退任年月日

常務執行役員 保険医療事業本部担当 大庭 裕信 平成30年６月30日

常務執行役員
情報処理本部長兼

業務部長
関口 昌樹 平成30年６月30日

執行役員 働き方改革推進室長 網野 茂 平成30年９月30日
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(3) 役職の異動

新役名 新職名 旧役名 旧職名 氏名 異動年月日

常務執行役員
情報処理本部長兼

経理部担当
執行役員

経理部・

総務部担当
石関 正次 平成30年７月１日

常務執行役員 公共事業本部長 執行役員 公共事業本部長 久世 真也 平成30年７月１日

執行役員 法人事業本部長 執行役員
法人事業本部長兼

法人企画部長
野澤 幸治 平成30年７月１日
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
 当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成30年10月１日から平

成30年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成30年４月１日から平成30年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、EY新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

　なお、新日本有限責任監査法人は平成30年７月１日付をもって名称をEY新日本有限責任監査法人に変更しておりま

す。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成30年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成30年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,610,146 2,900,364

受取手形及び売掛金 3,244,432 2,501,926

商品 84,240 389,230

仕掛品 70,599 210,627

原材料及び貯蔵品 12,622 13,858

その他 326,040 504,420

貸倒引当金 △24 △20

流動資産合計 7,348,059 6,520,407

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 2,097,017 2,043,144

土地 1,572,515 1,572,515

リース資産（純額） 1,450,935 1,382,640

その他（純額） 767,857 816,429

有形固定資産合計 5,888,325 5,814,729

無形固定資産 1,348,799 1,452,917

投資その他の資産   

投資有価証券 1,837,847 1,732,297

その他 600,968 608,823

貸倒引当金 △4,000 △4,000

投資その他の資産合計 2,434,815 2,337,121

固定資産合計 9,671,941 9,604,768

資産合計 17,020,000 16,125,175

負債の部   

流動負債   

買掛金 1,014,468 782,643

リース債務 425,651 470,351

未払法人税等 100,074 26,854

賞与引当金 － 303,006

受注損失引当金 － 3,137

製品保証引当金 34,817 34,864

その他 1,733,311 907,202

流動負債合計 3,308,323 2,528,059

固定負債   

リース債務 1,625,920 1,452,907

退職給付に係る負債 164,065 160,554

長期未払金 240,028 223,929

その他 103,636 115,959

固定負債合計 2,133,650 1,953,350

負債合計 5,441,974 4,481,410
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成30年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成30年12月31日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,431,065 1,431,065

資本剰余金 506,065 506,065

利益剰余金 9,057,849 9,222,847

自己株式 △139 △26,957

株主資本合計 10,994,841 11,133,021

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 589,611 516,044

退職給付に係る調整累計額 △6,426 △5,300

その他の包括利益累計額合計 583,184 510,744

純資産合計 11,578,025 11,643,765

負債純資産合計 17,020,000 16,125,175
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（２）【四半期連結損益及び包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成30年４月１日
　至　平成30年12月31日)

売上高 13,412,021 13,836,106

売上原価 10,442,271 10,776,684

売上総利益 2,969,750 3,059,421

販売費及び一般管理費 2,374,876 2,548,438

営業利益 594,873 510,983

営業外収益   

受取利息 147 181

受取配当金 31,744 35,956

持分法による投資利益 207 －

補助金収入 33,500 38,109

その他 12,023 12,850

営業外収益合計 77,622 87,098

営業外費用   

支払利息 25,447 36,368

その他 3,799 249

営業外費用合計 29,246 36,618

経常利益 643,248 561,462

特別損失   

固定資産除却損 1,342 5,544

特別損失合計 1,342 5,544

税金等調整前四半期純利益 641,906 555,918

法人税、住民税及び事業税 38,561 70,463

法人税等調整額 179,666 123,836

法人税等合計 218,227 194,300

四半期純利益 423,678 361,618

（内訳）   

親会社株主に帰属する四半期純利益 423,678 361,618

非支配株主に帰属する四半期純利益 － －

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 162,218 △73,566

退職給付に係る調整額 40,067 1,126

その他の包括利益合計 202,286 △72,440

四半期包括利益 625,964 289,178

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 625,964 289,178

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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【注記事項】

（追加情報）

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用）

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を第１四半期

連結会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固

定負債の区分に表示しております。

 

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

       当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

     期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む）は、次のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自 平成29年４月１日
至 平成29年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自 平成30年４月１日
至 平成30年12月31日）

減価償却費 733,520千円 943,116千円

 

 

（株主資本等関係）

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自平成29年４月１日 至平成29年12月31日）

 

１．配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年５月12日

取締役会
普通株式 97,723 11.0 平成29年３月31日 平成29年６月７日 利益剰余金

平成29年10月30日

取締役会
普通株式 97,723 11.0 平成29年９月30日 平成29年11月30日 利益剰余金

（注）平成29年11月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。１株当たり配当額

は、株式分割前の金額となっております。

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間

の末日後となるもの

 

該当事項はありません。

 

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自平成30年４月１日 至平成30年12月31日）

 

１．配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成30年５月11日

取締役会
普通株式 98,151 5.5 平成30年３月31日 平成30年６月６日 利益剰余金

平成30年10月30日

取締役会
普通株式 97,988 5.5 平成30年９月30日 平成30年11月30日 利益剰余金

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間

の末日後となるもの

 

該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 平成29年４月１日 至 平成29年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

       （単位：千円）

 報告セグメント

合計
調整額
（注）１

四半期連結
損益及び包
括利益計算
書計上額
（注）２

 
情報処理
サービス

ソフトウエ
ア開発

その他情報
サービス

システム
機器販売

計

売上高         

外部顧客への
売上高

7,137,236 4,271,992 1,290,132 712,659 13,412,021 13,412,021 － 13,412,021

セグメント間
の内部売上高
又は振替高

－ － － － － － － －

計 7,137,236 4,271,992 1,290,132 712,659 13,412,021 13,412,021 － 13,412,021

セグメント利益

又は損失（△）
1,134,836 468,776 84,959 △10,084 1,678,489 1,678,489 △1,083,615 594,873

（注） 1.セグメント利益又は損失（△）の調整額△1,083,615千円は、各報告セグメントに配分していない全社

費用△1,083,615千円であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費でありま

す。

2.セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益と調整を行っており

ます。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 平成30年４月１日 至 平成30年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

       （単位：千円）

 報告セグメント

合計
調整額
（注）１

四半期連結
損益及び包
括利益計算
書計上額
（注）２

 
情報処理
サービス

ソフトウエ
ア開発

その他情報
サービス

システム
機器販売

計

売上高         

外部顧客への
売上高

7,574,284 3,947,527 1,563,674 750,619 13,836,106 13,836,106 － 13,836,106

セグメント間
の内部売上高
又は振替高

－ － － － － － － －

計 7,574,284 3,947,527 1,563,674 750,619 13,836,106 13,836,106 － 13,836,106

セグメント利益

又は損失（△）
1,051,810 467,876 129,289 △10,827 1,638,148 1,638,148 △1,127,165 510,983

（注） 1.セグメント利益又は損失（△）の調整額△1,127,165千円は、各報告セグメントに配分していない全社

費用△1,127,165千円であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費でありま

す。

2.セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益と調整を行っており

ます。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

 １株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自 平成29年４月１日
至 平成29年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自 平成30年４月１日
至 平成30年12月31日）

 １株当たり四半期純利益金額 23円84銭 20円29銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額

                             （千円）
423,678 361,618

普通株主に帰属しない金額     （千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する

四半期純利益金額             （千円）
423,678 361,618

普通株式の期中平均株式数       （株） 17,769,308 17,818,333

（注）1.潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在していないため記載しておりま

せん。

2.平成29年11月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。これに伴い、前連結

会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して１株当たり四半期純利益金額を算定しております。

 

 

（重要な後発事象）

 

該当事項はありません。

 

 

２【その他】

平成30年10月30日開催の取締役会において、次のとおり剰余金の配当を行うことを決議いたしました。

(イ）配当金の総額                                   97,988千円

(ロ）１株当たりの金額                                 ５円50銭

(ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日       平成30年11月30日

（注）平成30年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対して、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
 

 該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

 

   平成31年２月12日

    

ＡＧＳ株式会社    

取締役会 御中    

   
    

   EY新日本有限責任監査法人

    

 
   指定有限責任社員

   業務執行社員
公認会計士  柳井 浩一     印

    

 
   指定有限責任社員

   業務執行社員
公認会計士  河村 剛       印

 
 

 
  

 当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているＡＧＳ株式会

社の平成３０年４月１日から平成３１年３月３１日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成３０年１０月１

日から平成３０年１２月３１日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成３０年４月１日から平成３０年１２月３１日ま

で）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益及び包括利益計算書及び注記につい

て四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

 経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

 当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

 四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

 当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

 当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ＡＧＳ株式会社及び連結子会社の平成３０年１２月３１日現在の財政

状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての

重要な点において認められなかった。

 

利害関係
 会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
 

以 上
 
（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。
２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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